
消
防
局
の
日
常

　

出
場
が
な
い
日
も
、
当
然
彼
ら
は
、

休
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

事
務
処
理
、
予
防
査
察
な
ど
の
通

常
業
務
、
日
々
の
訓
練
や
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
も
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
住
民

と
一
体
と
な
っ
た
避
難
訓
練
や
救
命

講
習
、
火
災
予
防
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

啓
発
活
動
も
大
切
な
仕
事
で
あ
る
。

　

地
域
や
子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合

い
に
も
積
極
的
で
、
祁
答
院
中
学
校

の
生
徒
た
ち
が
、
祁
答
院
分
署
の
防

水
壁
画
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
郷
土
愛

に
満
ち
た
防
水
壁
画
を
完
成
さ
せ
て

く
れ
た
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
将
来
、
地
域
の
防
火

活
動
の
担
い
手
と
な
る
子
ど
も
た
ち

の
防
火
教
育
の
た
め
、
消
防
庁
舎
で

の
社
会
科
見
学
や
５
つ
の
災
害
体
験

が
可
能
な
防
災
研
修
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
た｢

初
期
消
火
選
手
権｣

な
ど
も

実
施
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
消
防
局
は
、
日
々
の

業
務
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
子
ど
も

た
ち
に
密
接
に
関
わ
り
、
時
に
は
防

災
の
大
切
さ
を
伝
え
、
時
に
は
一
緒

に
防
災
を
考
え
な
が
ら
、
私
た
ち
の

生
活
を
見
守
っ
て
い
る
の
だ
。

支
え
合
う
こ
と
の
大
切
さ

　

消
防
活
動
は
、
市
内
の
み
に
と
ど

ま
ら
ず
、
熊
本
地
震
な
ど
、
国
内
で

の
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
災
害

支
援
と
し
て
緊
急
消
防
援
助
隊
を
編

成
し
、
現
地
へ
赴
き
、
ど
ん
な
に
過

酷
な
状
況
に
も
負
け
な
い
強
い
気
持

ち
を
胸
に
救
助
活
動
を
展
開
す
る
。

　

一
人
で
も
多
く
の
人
を
救
い
た
い

と
い
う
思
い
は
全
国
の
消
防
士
、
誰

も
が
同
じ
。　　

　

そ
の
た
め
に
、
県
や
市
町
村
と
い

う
枠
さ
え
も
越
え
て
支
え
合
う
。
そ

れ
が
消
防
士
の
優
し
さ
と
強
さ
だ
。

▲救急の日 ｢集団救急事故訓練｣

▲現地における救助活動

▲完成した祁答院分署の防水壁画と生徒たち

▲水引小学校児童の西部消防署見学

▲少年消防クラブ研修会 ▲初期消火選手権に挑む子どもたち ▲はしご車体験搭乗

▲被災地支援に駆け付けた消防車両

▲壁画には制作した４人の名前も ▲訓練中の１枚

暮
ら
し
を
守
る
消
防
車
両
た
ち

　 通 称 タ ン ク 車 と 呼 ば れ る 車 両 で、
2,000リットルの水を積むことが可能で、
水利（消火栓、防火水槽、自然水利の川、
池、海、プールなど）がなくても、火災
現場に到着してからの迅速な消火活動
が可能。

　さまざまな事故や災害の現場で救
助活動に対応するため、ウインチ、
油圧発生装置、夜間活動のための照
明装置などを装備し、重量物排除器
具や切断用器具（交通事故などで扉
の開閉や切断などに使用）などを積
載している。

　事故で負傷した方や急に病気になった
方を医療機関に搬送するため、さまざま
な症状に対応した応急処置を行うための
高度な救急資機材を搭載している。

　大規模な災害などに備え総務省により
全国に配備された緊急消防援助隊に出場
する車両で、東日本大震災、熊本地震に
緊急消防援助隊として出場。災害現場で
の長期間の滞在を支援するための物資を
積載、装備している。

高規格救急車

救助工作車

水槽付き消防ポンプ自動車

支援車

●救助●火災 ●救急

件件 件 8888 4435 88884330

　中高層建築物の消火、救助活動を
行うための車両で、地上35メートル

（ビルの10階建て相当）まではしごを
伸ばすことができ、火災などでビル
の高層階に取り残された人の救助や、
高所からの放水活動などを行う。

はしご付き消防自動車

平成30年出場回数
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